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成
30
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天
王

山
の

ふ
も

と
、三

川
合

流
の

地
  み

ん
な

を
笑

顔
に

す
る

ま
ち

  「
え

」え
と

こ
、「

が
」ん

ば
る

、「
お

」お
や

ま
ざ

き

１
月

８
日

　
 、

大
山

崎
中

学
校

体
育

館
で

成
人

式
を

挙
行

し
、新

成
人

14
9人

の
新

た
な

門
出

を
祝

い
ま

し
た

。（
関

連
記

事
10

ペ
ー

ジ
）

祝

天

地

今
月
の
主
な
内
容

■
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
　
消
防
団
�

P２
■
税
の
お
知
ら
せ
�

P６
■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
移
転
し
ま
し
た
�
P８

■
20
18
年
　
成
人
式
�

P1
0

vo
l. 6

0
1

ht
tp

://
w

w
w

.to
w

n.
oy

am
az

ak
i.k

yo
to

.jp

羽
ば
た
け
、
新
成
人
！
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地
域
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー 

消
防
団

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同

様
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
団

員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
い

う
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
就
い
て
い
ま

す
が
、
火
災
や
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
い
ち
早
く
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場

に
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
や
救
護
な
ど
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
有
事
に
備
え
、
定
期
的

に
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
雨
で
家
が
浸
水
し
た
ら
…
」
「
火
事
が
起
き
た
ら
…
」
も
し
も
の
と

き
、
あ
な
た
の
地
域
に
頼
れ
る
存
在
が
い
ま
す
。
そ
の
名
も
「
消
防
団
」
。
い

つ
も
は
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
あ
の
人
も
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
あ
の
人
も
、

ひ
と
た
び
青
い
団
員
服
に
身
を
包
む
と
、
地
域
を
守
る
か
っ
こ
い
い
ヒ
ー
ロ
ー

に
大
変
身
！
今
月
号
で
は
、
彼
ら
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
　
☎
９
５
６-

０
１
１
９

消
防
団
っ
て
？

　
大
山
崎
町
で
は
、
大
山
崎
地
区
、
円
明
寺

地
区
、
下
植
野
地
区
の
３
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

消
防
団
第
１
分
団
、
第
２
分
団
、
第
３
分
団

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
分
団
で
組
織
す
る

大山崎町消防団本部

第
３
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

下
植
野
地
区

円
明
寺
地
区

大
山
崎
地
区

★39人

32人
大山崎地区

第2分団詰所

下植野地区

団員数

20人

第3分団詰所

第1分団詰所各分団に消防ポンプ車、
小型動力ポンプ付
積載車を配備しています

副
団
長

団
長

副
団
長

★

★

円明寺地区

団員数

団員数

※団員数は平成29年4月時点
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災害時には現場で活動一
　火災現場での消火活動、地震や風水害
など大規模災害発生時の救助、救護、避
難誘導、警戒巡視など、その活動内容は
多岐にわたります。
　★平成29年10月に発生した台風21号の
接近時に消防団が出動しました
　団長、副団長１人が消防署に消防団指
揮本部を設置。また、町と連携を図るた
め、もう1人の副団長は町が設置する災

　日ごろから消防ポンプ車の点検や
操法訓練、町と一緒になって行う水
防訓練や防災訓練など、火災や災
害に備えての訓練を行っています。
　さらに、今年度は普通救命講習
でAED（自動体外式除細動器）の
使い方について学びました。

　イベントや火災予防運動
で啓発活動を行い、火災の
予防を呼びかけています。
同時に、消防団のことを
知ってもらい、団員を募集
しています。

害対策本部で待機に入り、消防団指揮本
部との情報連絡を行いました。
　町が避難勧告を発令した後は、町長の
パトロールの指示が団長から各詰所で待機
していた分団員まで瞬時に伝わり、分団員
はすぐに町内パトロールへ出発しました。
　何かが起こる前に見回りを行うこと
で、地域の皆さんの安全を確認していま
す。

▲川の氾濫のおそれがあるときは、土のう
を積んで素早く対処します

▲普通救命講習を受講し、AEDの使い
方をマスター

▲出初式での一斉放水訓練 ▲天王山ゆひまつりで子ども
たちにも人気

▲たくさんの親子連れが集いま
す

いざというときに備えた訓練 積極的な啓発活動二 三

１年の主な活動スケジュール

4月 辞令交付式

5月 初級団員教養訓練

6月 大山崎町水防訓練 1
消防団ポンプ運用強化訓練 2

8月 普通救命講習受講
京都府消防操法大会（2年に1度）3

9月 大山崎町防災訓練

10月 幹部教養訓練 4

11月 秋の火災予防運動に伴う啓発活動

12月 年末特別警戒

1月 出初式

3月 春の火災予防運動に伴う啓発活動

消防団の三つの活動

▲京都府消防操法大会のポンプ車操法部門に
出場

3

▲若手団員を対象にポンプ車の取り扱いの講習▲大山崎町水防訓練は、行政や地域が一体と
なり取り組む行事です

▲幹部教養訓練では、熟練の技や知識をさら
に磨き上げます

1 2

4
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出
初
式
で
１
年
の

消
防
活
動
が
ス
タ
ー
ト

　
１
月
７
日
日
、
大
山
崎
中
学
校

で
大
山
崎
町
消
防
出
初
式
を
行
い

ま
し
た
。
大
山
崎
町
、
大
山
崎
町

消
防
団
、
乙
訓
消
防
組
合
が
共
催

し
、
消
防
団
員
や
消
防
職
員
、
管

内
事
業
所
の
自
衛
消
防
隊
な
ど
お

よ
そ
２
０
０
人
が
参
加
。
今
年
一
年

の
無
火
災
を
祈
願
し
、
消
防
団
活

動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
消
防
部
隊
の
状
況
報
告
や
、
優

良
消
防
団
員
等
の
表
彰
（
表
彰
者

は
下
記
の
と
お
り
）、
消
防
団
長

な
ど
の
訓
示
の
後
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
消
防
部
隊
の
観
閲
、
訓
練

の
実
践
を
行
い
ま
す
。
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
特
別
訓
練
に
、
最
後
は

町
消
防
団
の
見
事
な
一
斉
放
水
訓

練
で
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
住
民
、
行
政
、
地
域
の
事
業
所

が
一
体
と
な
り
、
地
域
を
守
る
た

め
の
結
束
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
30
年
大
山
崎
町
消
防
出
初
式

優
良
消
防
団
員
表
彰

　
日
頃
か
ら
防
火
、
防
災
に
献
身
的
に

努
力
貢
献
さ
れ
て
い
る
優
良
消
防
団
員

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
（
敬
称
略
）。

京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰

勤
功
章 

第
２
分
団
　
分
団
長
　
小
泉 

伸
吾

精
績
章 

第
１
分
団
　
分
団
長
　
酒
井 

亮

精
勤
章 

第
１
分
団
　
団
員
　
佐
田 

雅
史

　
　
　 

第
３
分
団
　
団
員
　
嶋 

泰
孝

京
都
府
消
防
協
会
乙
訓
支
部
長
表
彰
　

第
１
分
団
　
班
長
　
青
木 

裕
樹

第
２
分
団
　
班
長
　
吉
田 

豊
士

第
３
分
団
　
班
長
　
嶋 
智
明

大
山
崎
町
長
表
彰

第
１
分
団
　
班
長
　
本
田 

貴
史

第
２
分
団
　
団
員
　
堀
田 

裕
貴

第
３
分
団
　
団
員
　
中
井 

圭
佑

京
都
府
消
防
協
会
長

　感
謝
状

元
第
１
分
団
長
　
由
里 

治

【大山崎町消防団員数の条例定員と実員の変化】

団
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を

　
全
国
で
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
被
雇
用
者
の
増
加
、
若
年

層
の
減
少
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
ど

の
地
域
の
消
防
団
も
団
員
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
大
山
崎
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
下
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
団

員
数
は
60
年
前
の
昭
和
33
年
当
時
の

２
４
０
人
か
ら
、
平
成
29
年
度
現
在
94

人
と
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

昭和33年 昭和53年

240

人
数

（
人

）

─ 　条例定員　 ■ 実員

153
163

122
111

90 94

年

0

60

120

180

240

平成10年 平成29年

第1分団
永易さん（36）

昨年、父の勧めで入団

しました。今は大学に

通っているため、普段

はあまり町にはおらず、

活動もなかなか参加で

きていませんが、続けて

いきたいと思っていま

す。

第2分団
柴田さん（20）柴田

昨年の4月に入団しまし

た。これで、曾祖父の

代から私まで、四代全

員が団員経験者です。

今は団の訓練内容など

色々と勉強中です。若

い仲間ももっと増える

と嬉しいですね。

第3分団
中井さん（18）

町外から越してきまし

たが、この地に骨を埋

めるつもりで１年前に

入団しました。思った

より町外出身の方が多

く驚きました。団活動

の中で、地域になじむ

ことができました。

フレッシュ！

若手団員
インタビュー
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守
り
手
の
声
─イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
─

　
結
婚
を
機
に
大
山
崎
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
当
時
は
、
地
域
的
に
入
団
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の

で
、
団
員
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
こ
の
町
に
住

み
始
め
た
ば
か
り
で
知
り
合
い
も
少
な
か
っ
た

の
で
、
消
防
団
の
活
動
の
中
で
地
域
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
、
顔
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ね
。

　
入
団
し
て
四
年
目
に
分
団
長
を
任
さ
れ
て
す

ぐ
の
頃
、
お
よ
そ
二
十
年
前
で
す
。
町
内
で
火

災
が
あ
り
、
消
火
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
大
変

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
は
火
災
で
出
動
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
ね
。
し
か
し
、
火
災
以
外
に
も
地
震
や
水

害
な
ど
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
実
際
、
昨
年
10
月
に
は
台
風
21
号
が
発
生

し
、
団
員
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
日
々
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
山
崎
町
で
も
団
員
数

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
消
防
団
は

地
域
を
守
る
大
切
な
存
在
で
す
。
我
々
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
し
い
地
域

の
守
り
手
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大山崎町消防団
石田 孝雄　団長

―
日
々
団
員
と
し
て
活
動
し
て
い

て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

　並
川
：
自
然
災
害
が
増
え
た
と

感
じ
ま
す
ね
。
幸
い
に
も
、
火
災

で
の
出
動
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
現
場
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
団
員
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
誰
が
ど

う
動
く
か
。
訓
練
で
し
っ
か
り
確

認
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　小
泉
：
団
の
活
動
に
参
加
す
る

と
、
自
然
と
消
防
団
員
と
し
て
の

意
識
付
け
が
な
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
団
員
や
地
域
の
人
々

と
の
つ
な
が
り
も
増
え
ま
す
ね
。

―
昨
年
10
月
に
は
、
台
風
21
号
が

あ
り
ま
し
た
。

　酒
井
：
消
防
団
が
出
動
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
、
大
山
崎

消
防
署
で
状
況
を
把
握
し
、
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
よ
う
に
待
機
し

て
い
ま
し
た
。

　
我
々
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
が

あ
る
と
「
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
い
つ

も
心
づ
も
り
を
し
て
い
ま
す
。

―
団
員
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　並
川
：
５
年
前
、
桂
川
が
氾
濫

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
ね
。
団
員

に
な
っ
て
初
め
て
避
難
指
示
の
出

た
災
害
で
し
た
。
身
を
か
が
め
れ

ば
川
で
手
を
洗
え
る
く
ら
い
水
が

迫
っ
て
い
て
、
こ
の
町
の
こ
と
が

本
当
に
心
配
で
し
た
。

―
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
ね
。

　酒
井
：
毎
年
９
月
に
あ
る
「
乙

訓
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
フ
ェ
ス
タ
」
や
、
11

月
の
「
天
王
山
ゆ
ひ
ま
つ
り
」
な
ど

で
消
防
団
ブ
ー
ス
を
設
け
、
積
極

的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
変
好
評
で
、
消
防
団
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
元
の

住
民
団
体
や
行
政
と
連
携
し
て
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
消
防
団
の
抱
え
る
課
題
は
あ
り

ま
す
か
。

　酒
井
：
や
は
り
団
員
の
減
少
で

す
ね
。
今
ま
で
は
、
親
が
入
団
し

て
い
れ
ば
子
も
漏
れ
な
く
入
団
、
と

い
っ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
そ
の
制
度
も
崩
れ
て
い
ま
す
。

　並
川
：
昔
よ
り
啓
発
活
動
は
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
消

防
団
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
訓
練
し
て

い
る
姿
な
ど
を
披
露
す
る
機
会
が

増
え
れ
ば
、
興
味
を
持
つ
人
も
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
新
し
い
団
員
は
ど
の
よ
う
に
入

団
さ
れ
ま
す
か
。

　小
泉
：
子
ど
も
が
小
学
校
に

通
っ
て
い
る
と
、
親
同
士
の
つ
な

が
り
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
古
く

か
ら
大
山
崎
町
に
住
ん
で
い
る
団

員
が
、
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た

人
を
誘
っ
て
入
団
に
つ
な
が
っ
た

り
し
ま
す
ね
。
20
代
よ
り
30
代
か

ら
の
入
団
が
多
い
印
象
で
す
。

―
地
域
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　小
泉
：
大
山
崎
町
消
防
団
は
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
幅

広
い
年
齢
層
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
我
々
と
一
緒
に
、
地
域

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
並
川
：
団
員
は
皆
、
自
身
の
住

む
町
を
愛
し
、
必
ず
守
る
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
日
々
訓
練
や
啓
発

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防

団
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今、消防団は、あなたの力を必要としています。あなたも
地域を守る消防団員になりませんか。
　
入団資格＝町内に在住・在勤の18歳以上の健康な方
団員の身分＝特別職の地方公務員
※ 活動に必要な制服、活動服などは支給されます
問・申込先＝大山崎消防署　☎956-0119

あなたの力が必要です！ 大山崎町消防団 団員募集中

大山崎町消防団分団長のみなさん
（左から）酒井第1分団長、小泉第2分団長、並川第3分団長
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のお知らせ税
所得税の確定申告は2月16日金～3月15日木です

▼�

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

　
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す

る
と
、
申
告
書
が
自
動
で
作
成
で
き
ま
す
。
作

成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
ま
た
は

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
　
Ｈ
Ｐ

　（http//w
w
w
.keisan.nta.go.jp

）

　
ま
た
、
ご
自
宅
に
プ
リ
ン
タ
等
を
お
持
ち
で
な

い
方
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
作
成
し
て
い
た
だ

き
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
印
刷
（
有
料
）
が
可
能
で
す
。

※�
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
電

子
証
明
書
の
取
得
方
法
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
告
書
類
の
提
出
は
お
早
め
に

　
右
京
税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成
会
場
は
開

設
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
申
告
書
作
成
会
場

（
京
都
府
中
小
企
業
会
館
）
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
期
間
中
は
町
税
住
民
課
で
も
申

告
書
類
を
お
預
か
り
し
て
税
務
署
に
提
出
し
ま
す

が
、
申
告
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
い
方

は
、
申
告
書
作
成
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
・
相
談
受
付
時
間

２
月
５
日
🈷🈷
～
２
月
15
日
木

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

（
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
・
個
人
事
業
者
の
消

費
税
の
申
告
書
作
成
会
場
で
す
。
譲
渡
所
得
・

贈
与
税
の
申
告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

２
月
16
日
金
～
３
月
15
日
木

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
申
告
書
作
成
会
場
で
す
）

▼
申
告
書
作
成
会
場

会
場
：
京
都
府
中
小
企
業
会
館

（
申
告
書
等
を
作
成
さ
れ
る
方
は
８
階
受
付

へ
。
ご
自
宅
等
で
作
成
済
み
の
申
告
書
等
は
２

階
提
出
コ
ー
ナ
ー
へ
）

▼
問
・
提
出
先

右
京
税
務
署

〒
６
１
５-

０
０
０
７

京
都
市
右
京
区
西
院
上
花
田
町
10-

１

☎
３
１
１-

６
３
６
６
（
代
表
）

※�

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

の
番
号
に
か
け
て
音
声
案
内
の
「
０
」
を
選
択

す
る
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
り
ま
す

▼
注
意
！

○�

土
・
日
・
振
替
休
日
（
２
月
18
日
、
25
日
を

除
く
）
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

○�
会
場
は
非
常
に
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
混
雑
状

況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○�

会
場
で
は
ご
自
分
で
申
告
書
等
の
作
成
や
パ

ソ
コ
ン
操
作
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○�

会
場
で
は
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
近
く
の

金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

会
場
で
は
納
税
証
明
書
の
発
行
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
右
京
税
務
署
で
行
い
ま
す
。

○�

会
場
専
用
の
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

医
療
費
控
除
は
領
収
書
が
提
出
不
要
と
な
り

ま
し
た

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書
の

提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
在
住

で
、
次
の
①
～
③
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
町
・
府

民
税
の
申
告
は
不
要
で
す

①�

給
与
所
得
者
で
、
事
業
所
か
ら
町
役
場
に
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
い

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

③�

公
的
年
金
受
給
者
で
、
社
会
保
険
料
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る

※�

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
確

定
申
告
の
必
要
の
な
い
方
が
町
・
府
民
税
の

申
告
で
▼
社
会
保
険
料
控
除
▼
扶
養
控
除
▼

生
命
・
地
震
保
険
料
控
除
な
ど
を
申
告
し
た

場
合
、
申
告
し
な
い
場
合
に
比
べ
て
町
・
府

民
税
額
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
申
告
時
の
持
ち
物

①
個
人
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の

②
身
元
の
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

③
印
鑑

④�

収
入
明
細
書
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
、

町
・
府
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

問＝税住民課税務係　☎956-2101（内143）
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※
⑤
～
⑨
は
各
控
除
に
該
当
す
る
方
の
み

※�

⑧
医
療
費
控
除
で
お
む
つ
代
を
申
告
さ
れ
る

方
は
後
述
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
申
告
期
限
　
３
月
15
日
木

▼
問
・
提
出
先

　
税
住
民
課
税
務
係
（
内
１
４
３
）

▼�

各
種
納
付
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　
平
成
29
年
１
月
～
12
月
に
納
付
さ
れ
た
国
民

見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

控
除
に
つ
い
て

帳
簿
な
ど
）

⑤�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
領
収
書

（
詳
し
く
は
後
述
）

⑥
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦�

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
（
詳
し
く
は
後
述
）
な
ど

⑧�

医
療
費
の
明
細
書
（
事
前
に
領
収
書
を
集
計

し
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
、
健
康
保

険
組
合
等
が
発
行
す
る
医
療
費
の
お
知
ら
せ

　
※�

領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

５
年
間
は
自
宅
に
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い

⑨�

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

及
び
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
資
料
（
予
防
接
種
の
領
収
書
や
定
期

健
康
診
断
の
結
果
通
知
表
な
ど
）

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
が
対
象
で
す
。
な
お
、
納
付
額
は
次

の
も
の
で
確
認
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
：
預
金
通
帳

納
付
書
払
い
の
方
：
領
収
書

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
方
：
日

本
年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
等
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
平
成
29
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

　
紛
失
等
で
納
付
額
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
健

康
課
（
役
場
１
階
③
、
④
番
窓
口
）
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
29
年
度
各
保
険
税
（
料
）
の
決
定
通
知

書
に
記
載
の
年
税
額
は
、
平
成
29
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月
ま
で
の
期
間
の
金
額
な
の

で
、
納
付
額
と
一
致
し
ま
せ
ん

※�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

※�

国
民
年
金
保
険
料
も
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康

保
険
税

健
康
課
保

険
医
療
係
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
１
１
）

後
期
高
齢

者
医
療

保
険
料

介
護

保
険
料

健
康
課
高

齢
介
護
係
☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
３
９
）

国
民
年
金

保
険
料

日
本
年
金

機
構

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―

０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
―
６
６
３
０
―
２
５

２
５（
Ｉ
Ｐ･

Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
）

▼�

高
齢
者
等
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

問
＝
健
康
課
高
齢
介
護
係
（
内
１
３
７
）

　
ね
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
が
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
確
定

申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
初
回
（
１
年
目
）
の
確
定
申
告
の
際
に
は
、
ね

た
き
り
状
態
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
治
療
上
お
む
つ

の
使
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と

「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方
は
…

２
年
目
以
降
は
、
左
記
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
方
に
限
り
、
医
師
の
証
明
な
し
で
医
療
費
控

除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
必
要

な
確
認
書
は
、
左
記
の
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

・�

主
治
医
意
見
書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
ね
た
き
り
度
）」
が
Ｂ
１
、
Ｂ

２
、
Ｃ
１
、
Ｃ
２
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

・�

主
治
医
意
見
書
の
「
尿
失
禁
発
生
の
可
能

性
」
欄
が
「
あ
り
」
で
あ
る

・�

主
治
医
意
見
書
が
、
お
む
つ
を
使
用
し
た
当

該
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

※�

全
て
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
従
来

ど
お
り
医
師
の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
で
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

▼
障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
に
つ
い
て

問
・
申
請
＝
健
康
課
高
齢
介
護
係
（
内
１
３
７
）

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

も
、
介
護
保
険
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

で
、
認
定
調
査
票
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
で

「
障
害
者
に
準
じ
る
者
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
確
定

申
告
、
町
・
府
民
税
申
告
の
際
に
必
要
な
認
定

書
は
右
記
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

認
定
の
目
安
＝
心
身
の
状
態
に
関
す
る
意
見
の

欄
中
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・�「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た

き
り
度
）」
が
Ａ
～
Ｃ

・�「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が

Ⅱ
以
上

マイナンバー（個人番号）の記載

　税務署へご提出いただく確定申告書等および町へご提出いただく町・
府民税申告書については、マイナンバー（個人番号）の記載が必要で
す。また、提出時には、本人確認書類の写しの添付が必要となります。
※�町・府民税申告書を窓口で提出される場合は、掲示でも可。
※�代理人が手続きされる場合、代理権の確認・代理人の本人確認・申
告者の番号確認が必要

詳しくはお問い合わせください
問＝確定申告書等に関すること
右京税務署　☎３１１-６３６６（代表）
町・府民税申告書に関すること
税住民課税務係　☎９５６-２１０１（内１４３）

（表　面） （裏　面）

・マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
マイナンバーカードの
表面及び裏面の写しを
添付してください。

・マイナンバーカードをお持ちでない方

「①番号確認
書類」の写し
と「② 身 元 確
認書類」の写
しを添付して
ください。

①番号確認書類
・通知カード
・�住民票の写し又は住民票記載事項証明書�
（マイナンバーの記載があるもの）　などのうちいずれか１点
②身元確認書類【１点又は２点】
・�運転免許証　・パスポート　・身体障害者手帳　・在留カード
などの写真付き証明書のうちいずれか１点
・�公的医療保険の被保険者証　・年金手帳　・顔写真なしの身
分証明書（社員証・学生証等）�
などの氏名と住所又は生年月日記載の証明書のうちいずれか２点
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第
二
大
山
崎
小
学
校
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
で
っ
か
い

ク
ラ
ブ
」
は
、
こ
れ
ま
で
学
校

校
舎
と
は
道
路
を
隔
て
た
別
の

敷
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
校
舎
内
の
余
裕
教
室
を
改

修
・
活
用
、
移
転
を
済
ま
せ
、

去
る
１
月
９
日
か
ら
、
新
た
な

場
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
学
校
と
の
連
携

を
一
層
深
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
在
籍
す
る
児
童
の

安
心
、
安
全
な
居
場
所
づ
く
り

と
、
家
庭
に
代
わ
る
生
活
の
場

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
も
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　問
＝
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
９
５
６
︱
２
１
０
１

（
内
２
３
１
）

�

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
小
学
校
に

就
学
す
る
子
ど
も
で
、
そ
の
保
護
者
が
労

働
等
の
理
由
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
世
帯

の
児
童
に
対
し
て
、
授
業
の
終
了
後
（
放

課
後
）
に
施
設
等
を
利
用
し
て
適
切
な
遊

び
・
生
活
の
場
を
与
え
て
、
健
全
な
育
成

を
図
る
事
業
で
す
。

　
国
や
町
で
定
め
る
運
営
指
針
で
は
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
「
遊
び
及
び
生
活
の

場
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
使

用
す
る
施
設
は
、
子
ど
も
の
生
活
の
場
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
整
え
、
子
ど
も

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
主
体
的
な
遊
び
や

生
活
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
機
能
を
有
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
衛
生
及
び
安
全
が
確
保

さ
れ
た
手
洗
い
場
、
台
所
設
備
、
ト
イ
レ

等
の
ほ
か
に
、
お
や
つ
や
食
事
、
自
主
的

な
学
習
活
動
を
落
ち
着
い
て
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
や
設
備
、
団
ら
ん
や
休
息
等
の
た
め

の
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
、

体
調
の
悪
い
時
等
に
静
養
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

当
時
、
校
内
敷
地
に
施
設
を
設
置
で
き
ず

　
昭
和
48
年
、
第
二
大
山
崎
小
学
校
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
同
校
の
児
童
は

大
山
崎
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

通
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
50
年
度
に
は
第

二
大
山
崎
小
学
校
に
も
放
課
後
児
童
ク
ラ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は

移
転
ま
で
の
経
緯

ブ
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
同
校
の

児
童
数
と
敷
地
の
関
係
か
ら
、
校
舎
と
同

じ
敷
地
内
に
設
置
で
き
ず
、
や
む
を
得
ず

道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
の
敷
地
に
設
置
し

ま
し
た
。移

転
問
題
は
長
年
の
課
題

　
以
降
40
年
以
上
の
年
月
を
経
る
中
で
、

施
設
の
老
朽
化
や
、
施
設
と
校
舎
の
間

に
道
路
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
で
起
こ
る

危
険
リ
ス
ク
（
交
通
安
全
面
、
防
犯
面

な
ど
）
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
指
摘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
第
４
回
町
議
会
で
可
決

　
平
成
28
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
（
12

月
議
会
）
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
一
般
会

計
補
正
予
算
の
中
で
、
本
計
画
に
係
る
既

存
施
設
の
解
体
撤
去
工
事
お
よ
び
校
舎
改

修
工
事
に
係
る
各
設
計
委
託
料
を
計
上

し
、
12
月
19
日
の
最
終
本
会
議
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
本
会
議
で
の
可
決
を
受
け
、
平
成
29
年

４
月
か
ら
設
計
業
務
委
託
を
行
い
、
10
月

か
ら
工
事
着
工
。
そ
の
後
、
12
月
の
新
施

設
改
修
に
伴
い
、
順
次
引
越
し
作
業
を
始

め
、
今
年
１
月
９
日
か
ら
新
施
設
で
の
保

育
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
旧
施
設

は
、
引
越

し
が
終
了

し
た
１
月

か
ら
、
撤

去
作
業
を

始
め
て
い

ま
す
。

放課後児童クラブ「でっかいクラブ」を移転しました
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・�

学
校
と
の
綿
密
な
連
携
で
よ
り
安
全
な

指
導
に

　
新
施
設
が
校
舎
内
に
あ
る
こ
と
で
、
学

校
と
一
体
的
と
な
り
、
一
層
の
連
携
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

将
来
的
な
入
所
児
童
の
増
加
に
も
対
応

可
能
に

　
新
施
設
は
旧
施
設
よ
り
面
積
が
広
く
、

将
来
的
に
入
所
児
童
が
増
加
し
て
も
対
応

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・�

老
朽
化
に
伴
う
維
持
・
修
繕
の
課
題
を
解
消

　
旧
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
修
繕
を
重

ね
て
現
状
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
新
施

設
は
学
校
の
余
裕
教
室
を
改
修
・
更
新
し

て
い
る
た
め
、
修
繕
・
維
持
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

・
道
路
を
渡
ら
ず
安
全
に
施
設
へ

　
校
舎
か
ら
旧
施
設
へ
向
か
う
に
は
、
道

路
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
様
々
な
危

険
が
伴
っ
て
い
ま
し
た
。
新
施
設
は
同
じ

移
転
に
よ
り
コ
コ
を
改
善

校
舎
内
に
あ
る
た
め
、
児
童
は
安
心
し
て

移
動
で
き
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
は
、

「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
て
、
休
息
、
遊
び
、
自
主
的
な
学

習
、
お
や
つ
、
文
化
的
行
事
等
を
含
む
子

ど
も
の
遊
び
及
び
生
活
全
般
を
通
じ
た
育

成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
大
山
崎
小
学
校
と
第
二
大

山
崎
小
学
校
に
あ
わ
せ
て
３
つ
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
（
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
、
と
も

だ
ち
ク
ラ
ブ
、
で
っ
か
い
ク
ラ
ブ
）
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
常
勤
的
嘱
託
員
３
人
と
非
常
勤

嘱
託
員
７
人
、
補
助
的
な
役
割
を
担
う
補

助
員
を
必
要
な
人
数
雇
用
し
、
３
つ
の
ク

ラ
ブ
に
配
置
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
支
援
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
役
割

職務内容＝�放課後児童クラブにおける児童（小学１年生
～４年生）の育成支援

勤務時間＝�下記の時間内で１週あたり31時間の勤務となる
よう、交替シフト制

　　　　　月曜日～金曜日　午前11時５分～午後６時５分
　　　　　土曜日　　　　　午前８時30分～午後６時
　　　　　※�学校長期休業期間中は、シフトが変更になります
勤務場所＝�町教育委員会及び各放課後児童クラブ「なか

よしクラブ」・「ともだちクラブ」（大山崎小学
校）、「でっかいクラブ」（第二大山崎小学校）

雇用期間＝１年以内（更新する場合があります）
年次休暇＝年度内で10日以内
特別休暇＝大山崎町非常勤嘱託員就業規則による
保険等＝�社会保険、厚生年金保険、雇用保険、労働者災

害補償保険に加入
福利厚生＝乙訓勤労者福祉サービスセンターに任意加入
給与＝月額165,400円（期末手当等の一時金はありません）
通勤手当＝職員に準じて支給
退職金＝支給しません
申込方法＝�市販の履歴書に必要事項を記入・写真を貼付

のうえ、以下申込先まで持参（郵送不可）
申込期間＝２月５日月～16日金
問・申込先＝政策総務課総務係（内321）

放課後児童クラブ指導員
（非常勤嘱託員）を募集します

指導員として、日々子ども達が放課後生活を楽し
く過ごせるように、保育内容を考え保育にあたって
います。その中で、子ども一人一人の個性を伸ばせ
るように、その子に合った指導を心掛けています。
子ども達は集団生活をする中や日々の遊びの中

で、自然に体の使い方を学んだり、他人との力の差
や性格などを知ることで、仲間との付き合い方（接
し方）や知恵を身につけたりしています。
また、同時に「やればできる。頑張ればやれる」

という成功体験を重ねて自信をつけられる取り組
みなども大切にしていて、できるようになるまで根
気よく続けることを教えています。その一つとして
「一輪車教室」を毎年取り組んでいます。新年度に
なり入所してきた新一年生達は全員が乗れない状態
ですが、上級生たちが両脇をかかえて支えてあげた
り、手をとってサポートしてくれたりと、みんなが
かかわって教えてくれる事で、個人差はありますが
最終的には全員が乗れるようになります。
旧施設から新施設へ移り生活環境は変わりました

が、目指す保育内容は変わりません。指導員が力を
合わせて保育にあたっていきたいと思います。

でっかいクラブ指導員
阿部　政洋
でっかいクラブ指導員
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　「
久
し
ぶ
り
！
」「
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た

な
ぁ
。」

　
か
つ
て
制
服
で
走
り
回
っ
た
思
い
出
の

学
び
舎
に
、
華
や
か
な
着
物
や
袴
、
ス
ー

ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
新
成
人
が
集
い
、
旧

交
を
温
め
あ
い
ま
す
。

　
１
月
８
日
■祝
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

中
、
大
山
崎
中
学
校
体
育
館
で
執
り
行
っ

た
成
人
式
に
１
０
８
人
が
出
席
し
、
20
歳

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
山
本
町
長
が
「
素
直
な
心
の
底

か
ら
の
声
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会

に
関
心
を
持
ち
、
そ
し
て
大
山
崎
町
に
生
ま

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
代
表
の
野
々
村
柊
さ
ん

と
葉
狩
彩
加
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
新
成
人
の

み
な
さ
ん
の
横
顔
は
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
た
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

※�

個
人
情
報
に
配
慮
し
、
役
場
で
の
写
真

販
売
は
行
い
ま
せ
ん

　同じく１月８日、長岡京市文化記念会
館で、障がい者を対象とした「手作りの
成人を祝う会」が開かれ、大山崎町の1
人を含む二市一町在住の20人の新たな門
出を祝いました。保護者や福祉施設職員
など、たくさんの出席者に「おめでと
う」と声をかけられ、笑顔あふれる会と
なりました。

　大学で保育士や幼稚園
教諭になるための勉強に
励んでいます。第二大山
崎保育所で育ちましたが、
おぼろげながら楽しかっ
た記憶があります。天王
山をはいはいで登ってい
たことも覚えています。
そういった経験から、保
育士を目指しています。
　ダンスサークルやダン
ススタジオに通ったり、ア
ルバイトではジムでスイミ
ングを教えたり、充実した
毎日を送っています。
　楽しむことは楽しん
で、真面目にやるときは
やる、と切り替えてやっ
ていきたいです。
　

葉
はがり

狩　彩
あやか

加　さん

　高校までは野球漬けの
日々を送っていました。
鳥羽高校で甲子園に出場
したことが、今までで一
番印象に残っています。
　中学校の恩師に影響を
受け、今は大学で中学校
の保健体育教師を目指
して勉強中です。「教え
る」ということを理解し
たいと思い、大学の野球
部ではコーチとして、指
導する立場で練習に参加
しています。
　二十歳になり、社会人
への門はもうすぐそこに
あります。将来を見据え
た行動を心がけたいと思
います。

野
の の む ら

々村　柊
しゅう

　さん

祝
平成30年
成人式

　高校までは野球漬けの

鳥羽高校で甲子園に出場

番印象に残っています。
　中学校の恩師に影響を

部ではコーチとして、指
導する立場で練習に参加

　二十歳になり、社会人
への門はもうすぐそこに

手作りの成人を祝う会が
開かれました

新成人インタビュー

ＫＤＤＩ株式会社が天王山で森林整備活動を行っています

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
森

林
整
備
活
動

　
平
成
29
年
11
月
11
日
□土
、

好
天
の
も
と
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式

会
社
の
社
員
と
そ
の
家
族
約

１
０
０
人
が
参
加
し
〝
つ
ば

き
・
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
育
て
る

会
〟（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

の
協
力
に
よ
り
、
天
王
山
山
頂

近
く
の
酒
解
神
社
社
有
林
で
、

間
伐
材
で
の
薪
割
や
、
放
置
竹

林
で
の
竹
伐
採
、
伐
採
竹
の

チ
ッ
プ
処
理
、
伐
採
竹
を
使
っ

て
、
小
学
校
の
環
境
学
習
（
天

王
山
で
広
葉
樹
の
苗
を
植
樹
）

用
の
竹
杭
作
り
、
間
伐
材
を
活

用
し
た
椎
茸
の
植
菌
作
業
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
森
林
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
は
、
春

と
秋
の
２
回
、
天
王
山
で
森
林

整
備
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
企
業
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
二
酸
化
炭

素
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う

考
え
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

天
王
山
の
森
林
整
備
と
そ

の
仕
組
み

　
天
王
山
の
森
林
整
備
は
、
平

成
17
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
天

王
山
周
辺
森
林
整
備
構
想
」
に

沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
構
想
で
は
、
水
源
の
涵
養
を

は
じ
め
と
す
る
森
林
の
公
益
的

な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も

に
歴
史
や
文
化
を
感
じ
取
れ
る

美
し
い
里
山
景
観
を
創
造
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
荒
れ
た
竹

林
は
手
入
れ
を
し
て
竹
の
美
林

に
、
竹
の
侵
入
し
た
森
林
は
竹

を
抑
制
し
郷
土
の
木
を
育
て
豊

か
な
自
然
の
森
に
、
雑
木
林
で

は
林
内
を
整
理
し
多
様
な
樹
種

の
生
育
を
促
す
な
ど
、
森
林
の

タ
イ
プ
別
に
目
標
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
整
備
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
土
地
所
有
者
、
企

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地

元
住
民
、
町
が
協
力
し
て
森
林

整
備
を
進
め
る
仕
組
み
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
な
ど
の

企
業
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
森
林
整
備
活
動
が
、
天
王
山

の
緑
の
保
全
を
支
え
て
い
ま
す
。

町
内
各
所
に
薪
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
12
月
27
日
□水
に

は
、
雪
が
舞
う
中
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

株
式
会
社
に
よ
り
、
薪
１
１
５

束
が
、
町
内
７
施
設
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
薪
は
、
間
伐

材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
森

林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時

に
薪
割
機
と
手
作
業
で
薪
割

し
、
束
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
保
育
所
で
は
、
薪
寄
贈
の
お

礼
に
園
児
が
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
餅
つ
き
な
ど
の
行
事
に
薪

が
活
用
さ
れ
ま
す
。

ＫＤＤＩ㈱に「薪」を
寄附いただきました
 29.12.27水　

ＫＤＤＩ㈱ 天王山森林整備
ボランティア活動 【第23回】
29.11.11土　

問=経済環境課農林商工係 ☎956-2101（内244）
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